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中国電力株式会社

島根原子力発電所の耐震安全性評価について

  当社は，平成18年に改訂された「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」に照らした島根原子力発電所の耐震安全性評価を

実施しており，本年3月28日に島根原子力発電所1，2号機の耐震安全性評価結果中間報告書として，地質調査結果，基準地震動策定結

果および原子炉を「止める」「冷やす」，放射性物質を「閉じ込める」に係る安全上重要な機能を有する主要8施設の耐震安全性評価結果

を原子力安全・保安院に報告しています。

（3月28日お知らせ済み）[PDF:826KB]

  この中間報告書については，現在，原子力安全・保安院において内容の確認をされているところですが，耐震設計上考慮する宍道断

層の長さを約22kmと評価したことは妥当であり，宍道断層から想定される基準地震動Ssについては一定の技術的検討がなされている

と評価されています。

  この確認の過程で，新潟県中越沖地震の震源断層から放出された地震波の強さ（応力降下量）が同規模の地震の平均的な値より1.5倍

大きかったことから，宍道断層から放出される地震波の強さ（応力降下量）を1.5倍とした地震動の評価を行うよう原子力安全・保安院か

ら求められました。

  このため，当社は，宍道断層から放出される地震波の強さ（応力降下量）を1.5倍とした地震動評価を行った結果，一部の周期領域にお

いて中間報告書の基準地震動を上回る地震動となったことから，これを基準地震動に追加（基準地震動Ss-2）することとしました。現

在，中間報告書において評価した主要8施設について，基準地震動Ss-2で安全機能が保持されることを確認しているところであり，この

結果については，本年12月中に原子力安全・保安院へ提出する予定です。

  また，今後，基準地震動Ss-2により主要8施設以外の安全上重要な機能を有する施設の耐震安全性評価を追加で実施することから，

島根原子力発電所1，2号機は本年12月に，島根原子力発電所3号機は平成21年12月に最終報告書の提出を計画していましたが，それ

ぞれ半年程度遅れる見込みです。

  今後も，耐震裕度向上工事を計画的かつ確実に実施し，耐震安全性をより一層高め，皆さまにご安心いただける発電所となるよう取り

組んでまいります。
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